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市民と市長の日

r rli民と市長の flJを12TJ1 iJ(川市IJ

9 [1年か ら "γ「ーまで 1 打 f~f\庁 3 階市長主
で1)'1，、ます。

農地問題相談

「民地nij題相談」を 12J J 1 [1 (11バ・ffij8 

[1.'1'30分か ら午後 5R‘干まで、 市役所2

出来:委 L1会・J~務局で1[1，、ます

「第 11IIIJï& I'~，j 地|メ:: jili励会」が10 ) J 2611、rtiノト'γ:校のグラウンドで城|有地区(城下・ 川辺 ・泉岡地区)

の 191'1 ~fì 会からがJ1， 500 人 が参加してわ二われました。競技の r 11には、各分館対抗の得点種目もあった

ため、選 lの背さんは家族やチームの戸慢を受けながら 、綱rJIきやパン食い競争、分館対抗 1)レー

(=写真)などに熱戦を繰り広げました。

". 111 rli 
(大-T . lill1舟lIi¥;.)
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主な内容

64'1二|刑通 を11十行す、|ξn.'t-トンネ ル

I;h 火の 大役あなたが U~

7ヲメラレホー

成人病)'ー1;ん1F耳、・

I-.Illdi乃職n給り等のあらまし ー・
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年開通を目指して着工

広報 う第 971号~

「
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
」
の
起
工
式
が
十
月
二
十
四
日
、
市
内
平
井
寺
の

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
上
田
市

と
丸
子
町
境
に
あ
る
平
井
寺
峠
を
ぶ
ち
抜
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
延
長
は

約
一
・
四
キロ
、
供
用
開
始
は
昭
和
六
十
四
年
四
月
の
予
定
で
す
。
開
通
す

れ
ば
、
上
田
市
と
中
・
南
信
と
の
距
離
が
縮
ま
る
こ
と
に
な
り
、
産
業
な

ど
で
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平井寺トンネル * 

平
#
寺
ト
ン
ネ
ル
の
上
田
市
側
は
、
ニ
ニ
か
ら

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

れ

一ヨ一
一院
」

~ -~ I ~ 
均三さ

i大
ト

一ー';;;;;0-

P所

わ)

中
・
南
信
が

よ
り
近
く

県
道
路
公
社
は
十
月
二
十
四
日
、

上
田
市
東
塩
田
地
区
と
丸
子
町
東
内

の
国
道
二
五
四
号
線
を
結
ぶ
「
平
井

寺
ト
ン
ネ
ル
」
の
起
工
式
を
、
市
内

平
井
寺
の
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
付
近
で

行
い
ま
し
た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、

上
田
市
や
丸
子
町
内
の
交
通
渋
滞
緩

和
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
上
田
市

と
中
・
南
信
地
方
が
よ
り
近
く
な
る

も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

起
工
式
は
、
県
や
上
田
市
・
丸
子

町
の
関
係
者
、
地
元
の
皆
さ
ん
な
ど

約
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
永
野
市
長
は
「
地
元
で

は
、
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
て
平
井

寺
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
着
工
を
目
指
し

て
き
た
が
、
関
係
者
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
っ
て
本
日
の
起
工
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
完
成
す
れ
ば
、
中
・

南
信
と
の
交
流
が
経
済
面
な
ど
で
よ

り
活
発
化
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

日
キ
ロ

が

有
料
道
路
に

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
は
、
上
岡
市
と
丸

子
町
境
の
平
井
寺
峠
を
ぶ
ち
抜
、
』
う

九子 ，

---〆
l尾

と
い
う
も
の
で
、

主
要
地
方
道

-
K

田
丸
子
線
(
上
田
市
秋
和
|
丸
子
町

東
内
)
の

一
部
に
な
り
ま
す
。
ト
ン

ネ
ル
は
延
長
約

一
・
四
J
あ
り
、
内

部
の
道
幅
八
・
五
灯
、
車
道
部
分
は

六
日
の

二
車
線
で
、
高
さ
は
六
・
五

灯
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
約

一
・

七
J
区
聞
が
県
道
路
公
社
の
有
料
道

路
と
な
る
予
定
で
す
。

県
の
試
算
で
は

加
分
の
短
縮

ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
上
田
市
と
丸

子
町
の
両
側
か
ら
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

す
で
に
ト
ン
ネ
ル
近
く
の
橋
の
建
設

工
事
、
平
井
寺
地
区
の
改
良
工
事
、

上
田
丸
子
線
の
市
内
川
辺
町
で
の
バ

イ
パ
ス
化
(
約
四
百
灯
)
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
四
十
八

億
円
で
、
供
用
開
始
は
昭
和
六
十
四

年
四
月
の
予
定
で
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
れ
ば
、

上
田
市
街
地
か
ら
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
、

新
和
田
ト
ン
、
不
ル
を
経
て
中
信
や
南

信
へ
出
る
場
合
、
丸
子
町
中
心
部
や

国
道

一
八
号
線
の
交
通
渋
滞
個
所
を

通
ら
な
く
て
す
み
ま
す
。
県
の
試
算

で
は
、
市
内
秋
和
か
ら
丸
子
町
東
内

ま
で
、
車
で
約
二
十
分
め

る
と
し
て
い
ま
す
.

E 
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え一(3)一一昭和61年11月16日 広報う

松本への

通勤も可能に

東塩田地区自治会連合会長

林 正知さん

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
の
上
田
市
側
は
、
こ
二
か
ら

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

平井寺トンネルの建設は、 旧塩I:HfIIfがJ-_川diに介

併した 当時(昭和45年)からあった話であり、 16.11'-

ぶりにやっと着工という ことで感無量 です。開通す

れば松本へも 1時間以内で行けると思うので、通勤

が可能になるのでは.…。主要地方道 ・上出九子線は、

一部まだ狭い区間があり、早急に拡幅していただき

たいですね。

産業の発展に

期待します

塩田商工会副会長

塩沢

長野大学

上田女子短大

N 

重信さん

上田市1 の南五~I均11となる平井寺 トンネル近くには、

最近、東塩臼|林間_[業t-tl地 もできました。開通すれ

ば、千曲川左岸地区の産業がよ り発展するもの と思

います。 また、出問平にはい信州の鎌倉かと 呼ばれ

るように多くの文化財がありますが、観光客の誘致

という 凶iでも期{与できるのでは.ー。

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
は
、
上
田
市
と
丸

子
町
境
の
平
井
寺
峠
を
ぶ
ち
抜
こ
う

奈良尾

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル

工
事
現
場
か
ら

夫
婦
道
但
神

平井寺トンネ

ルの工事が始ま

っfニ(工カ、リグ)10

月末、市内平井寺の トンネル取付道路の工事現場で、

地中約 2伐のイ:砂の中に埋ま っていた夫婦道祖神が

兄っかりました(=写真)。道祖神は、高さが約80:i'

あり、男』ζが手をつないでいる、ほほえましいもの

です。地元の人は、約 200年前に洪水で流失した道

祖神ではないかと話しています。
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防火の大役
あなたが主役

え広報う

.秋季全国火災予防運動

11月26日附-"12月2日(火)

十

一
月
二
十
六
日
附
か
ら
十
二
月
二
日

ωま
で

は
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
で
す
。

今
年
は
「
防
火
の
大
役
あ
な
た
が
主
役
」
を
統

一
標

語
に

一
週
間
、
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

年
末
を
控
え
、
な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
、
ス
ト

ー
ブ
な
ど
火
の
気
を
使
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
、

次
の
「
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
注
意nソ

~ 971号~

①寝たぱニやたばこの投げ捨

てをしない

④天ぷらを揚げるときは、そ

の場を離れないまわりに燃えやすいも

のを置かない

2芸品
②子供に、マッチやライター

で遊ばせない

たき火を③風の強いときは、

しない

ろの空だきをしない一、K
3
3・

』' ⑦ストーブには、燃えやすい

ものを近づけない

〈市内の火災件数と火災原因〉

(昭和61年 1月-10月)

8 

火災件数

(言十46f牛)

0 

9 

5 

11 

10月

市政ガイド「サンデーうえだ」

今月から有線テレビで放送
広報のテレビ版 「サ ンデーうえだ、」が、 11

月から毎 H曜日に有線テレビ・上田ケーブル

ビジョンで放映されます。 この番組は、市政

に関する様々な情報を市民の皆さんに提供す

るもので、日曜日の定Hキ番組(1E:i 6凶) の

中で放送します。

確かめよう 1-最低賃金

最低賃金は、常用、臨時、パ

ートなどの雇用や就業形態にか

かわらず、すべての労働者に適

用されます。

このほど「長野県最低賃金」

が 1日3，504円(1時間438円)

以上に改正されました。

十

，
け
か
ら
の
凶
鉄
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
よ
リ
、
信
同
陸
線
大
川
崎
駅
で
は
初

め
て
「
村
急
」
が
仔
小
す
る
ニ
と
に



ーー第971

の

を

ろ

J

4
チ

1
》
・
王
、
つ

ト

の

市
で
は
十

一
月

一
目
、
市
街
地
を

ひ
る

流
れ
る
蛭
沢
川
、
矢
出
沢
川
に
コ
イ

や
フ
ナ
を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

両
河
川
の
浄
化
の
き
っ
か
け
に
と
、

地
元
自
治
会
の
協
力
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
口
山
は
、
袋

町
や
出
町
な
ど
七
か
所
で
子
ど
も
た

ち
が
水
し
ぶ
き
を
受
け
な
が
ら
放
流

し
ま
し
た
。

え一(5)一一一日間1161年11月16rl 広報う

マイペース太郎山

市主催による恒例の市民ノ、イキン

グ「太郎111菅 111J が、 11月 3日に行

われました。家族連れなど約 170r， 
の参加者た ちは、裏山道を 歩-歩

マイ ペ ースで載っていました。

10-
件

~ 
5・

国鉄大屋駅に

「特急」
2 

硲

品
ミとさ

0-

め
て
「
特
急
」
が

な
り
ま
し
た
。

停
車
す
る

「
特
急
」
は
、
午
前
六

時
五
十
二
分
の

「あ
さ
ま

2
号
」
(
長

野
発
の
上
り
)
と
午
後
九
時
三
十
四

分
の

「あ
さ
ま
出
号
」
(
上
野
発
の
下

り
)
の

一一
本
(
一
日
)
と
な
り
ま
す
。

十

一
月

一
日
、
大
尾
駅
の
ホ

l
ム
で

は
、
「
あ
さ
ま

2
号
」
が
入

っ
て
く

る
と
、
永
野
市
長
や
大
野
九
子
町
長

ら
に
よ
る
テ
1

プ
カ
ッ
ト
か
行
わ
れ

こ
れ
を
祝
い
ま
し
た
。

特急停車を祝い、永野市長らが

記念のテープカットを行いました。
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広報うえだ 町内161年11月16日一一一ー(6トー

|成人病予防特集 I

年1回は健康診査を受けましょう~
、40歳以上の市民を対象とした成人病予防の健康診査を、次に より 実施しています。希望され

市内の全病院・医院でいつでも受診できますので、ご利用くださし、。(一般診査の料金は、公費

め本人無料です)

検診の流れ(標準図)
援 // 曜胴 体重測定 尿検査 問診

の市民、ただし現在循環器疾患など(心臓病、高血圧症、糖尿

肝臓病、腎臓病、脳卒中など)で入院または治療中の人は除きます。

すので確認のうえおでかけください。

は公費負担のため本人無料です。

子帳をお持ちの方は忘れずに持参してください。

の結果をもとにして必要な検査をします。

の費用は本人負担1，000円です。

診療時聞が異なり

、※生活保護世帯、※市民税非課税世帯の方は無料です)

に該当する方は事前に受診票を保健予防課へご請求ください。

眼底検査

血圧測定

ここまで一般診査

霊毘翠重

。メ ~



一(7)一一一昭和61年11月16日 広報うえだ

~がん検診~
〈子宮がん〉

30歳以上の女性は、子宮(頚)がん検診を年に一度は受けましょう。

0子宮(頚)がんの早期発見が目的で、 30歳以上の女性が対象です。

o検診の費用は個人負担 1人1，000円です。

(70歳以上、※生活保護、※市民税非課税世帯の方は無料です)

※印に該当する方は事前に受診票を保健予防課へご請求ください。

0下記の医療機関で受診 してください。

子宮(頚)がん検診医療機関一覧表 (50音順)

医療機関名 電話番号
受付時間

備 考
午 目IJ 午 f表

上田市産院 22 -1573 8:30-11 :00 水曜日休診

午後は、手術で休診の時も

共立産婦人科 22-8480 9:00-11 :00 2 :30-5 :00 
ありますので、電話をして
からおでかけください。
土曜日午後休診

木曜日休診
国立東信病院 22-1890 8:30-11 :00 土曜日は午前 8時30分から

10時30分まで

竹内産婦人科 22 -1321 9:00-正午 1 :00-5:30 土曜日午後休診

豊田医院 22-1158 8:30一正午 3:00-5 :30 
木曜日休診
土曜日は午後 5時まで

長岡産婦人科 22-4370 9:00-11 :40 2:00-3 :40 木曜日午後休診

午後は往診がありますので
新美産婦人科 35-0012 9:00-正午 1 :00-6:00 電話をしてからおでかけく

だきし、。

服部産婦人科 24-2830 9:00-12:30 2:00-5:30 土曜日午後休診

二浦産婦人科 22-0350 9 :00-12: 15 3:00-5: 15 水曜日・土曜日午後休診

ニ好町産婦人科 23 -2381 9:00一正午 2:00-6 :00 土曜日は午後2時から3時まで

※この検診は、日曜・祭日は各医療機関とも実施しません。

く大腸検診〉

大腸がんの早期発見のために、年 1回は検診を受けましょう。

0対 象 者...40歳以上の人(実施予定4，500人)

0実施時期・..62年 1月一 3月

がありますので、

避けてください。

①生理中および

0検診内容ー・あなたの体の状態を質問票に記入し、便を容器に 1回とっていただくだけです。

ありません。

精密検査 一 便検査の結果と質問票で精密検査が必要とされた人。

o検査料・ー200円 (400円のところ個人負担200円)

0申込方法・・・61年11月25日までに隣組回覧で申し込んでくださし、。

0受診通知・・・申し込み者には、検診日時、受診上の注意、問診票、便検査容器などを後日お届

0結果通知・・・異常のない人には通知しません。

〈胃検診、乳房検診、肺がん検診〉

大勢の皆さんに受向けていただいています。今後も、年に一度は受診するよう心がけましょう

上田市民生部保健予防諜 TEL 22-4100内線288・290

ー 第971サ

市で

対 ~
04C 

rr 干

〈一般

の

0料は

0健子帳

〈精密言査〉

。一時診査

0精在検査

(70歳以止

※印に該

'"公 4ミhI:，C" 口
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上田市職員の給与等の状況をお知らせします。

え広報う

の職員給与等の状況

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん

が
問
題
化
す
る
な
か
、
こ
こ

二
l
三

年

「
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
」
が
注

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、

ア
メ
リ
カ
諸

車 |比較的高度の知議経 l必皮肉知議経験を必
両|験を必盤とする業務 |要とする業務を行う

|を行う主4・技師 I 1:'1¥・技師

12 人 36
人

640 
人人人

11 
人人

7 

2 100 
% % % 

2 
% % % 

23 
% % 

35 
% 

201 

31 
% 

6 

% % % % % 22 % 
% % 

36 
% % % 

100 2 2 30 7 

人

22 

区分 上田市 長野県 国

(61年度支給割合) (61年度支給割合) (61年度支給割合)

期末手当 勤勉月分子当 期末月手分当 勤勉月手分当 期末手当 勤勉手当

期末手当
月分 JJ分 JJ分

勤勉手当
6月期 1.4 0.5 6月期 1.4 0.5 6月期 1.4 0.5 

12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 

3月期 0.5 3月期 0.5 3月期 0.5 

1十 3.8 1.1 3.8 l.l 言十 3.8 1.1 

(支給率) 自己都合勧奨・定年 (支給率) 自己都合勧奨・定年 (支給率) 自己都合勧奨・定年

月分 月分 月分 月分 月分 JJ分

勤続 20年 21.0 28.875 勤続 20年 21.0 28.875 勤続 20年 21.0 28.875 

勤続 25年 28.375 44.55 勤続 25年 33.75 44.55 勤続 25年 33.75 44.55 

勤続 35年 48.125 63.525 勤続 35年 47.5 62.7 勤続 35年 47.5 62.7 

最高限度額 60.0 63.525 最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 

退職手当
そのf他昔の その他の 定年前早期退 その他の 定年前半期退
加算置なし 加算措置 戦特別措置 加算措置 職特別的 ~t，'

特退別職昇時給 2号{事
(2%ー20%加算) (2%-20%加算)

1人当た 千円 千円
退職時 退戦時

給り平古賀均支 1，931 16，522 
特別昇給 1号{全 特別昇給 1号{辛

100 

基づく中鉢ヰ表の等級区分による職員数です。 2.標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

縮の状況 (8)-1職員手当の状況

% % % % 
2 

% 
23 % 

% % 
27 

% 
32 

% 

2.7 

28 

% 

円

% 

6.3 

人

12 

穐1供(1');従事手吋 公l剖動

物制fJ従事手吋 1r路タE病
人取抜(l'l!1'- .~ 

給食11'主従事予、'i.dj縦令

待従供 f-."， . ~堅持処用作業

% 

49.381 

10 

人

10 

% 

1.6 

% 

(i主)退職手当l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。



u脱スパイクMを

心がけよ

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
ア
メ
リ
カ
諸

州
で
は
す
で
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
八
年

頃
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
で
ピ
ン
の
な
い
新
し
い
雪
道
用

タ
イ
ヤ
と
し
て
「
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
」
が
発
売
さ
れ
、
日
本
に
も
輸

入
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
日
本
で
は
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
が
主
流
で
、
市
場
に
は

受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
社
会
問

題
化
に
伴
い
注
目
さ
れ
、
日
本
の
メ

ー
カ
ー
で
も
研
究
・
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
。

t
 

ι
f4

d干
，i

i

 
，
 

¥ 

‘鋭込

市役所一階ロビーに展示された

スタッドレスタイヤ

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
文
字

通
り
ス
タ
ッ
ド
(
ぴ
ょ
う
)
の
な
い

雪
道
用
タ
イ
ヤ
で
、
従
来
の
ス
ノ
ー

タ
イ
ヤ
と
違
い
、
表
面
の
ゴ
ム
質
・

形
状
を
改
良
し
、
す
べ
り
に
く
く
し

て
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
走
行
テ
ス

ト
や
実
際
に
使
用
し
て
い
る
人
の
感

想
で
は
「
凍
結
路
面
で
は
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
に
や
や
劣
る
も
の
の
、
圧
雪

路
面
で
は
ほ
ほ
同
じ
性
能
」
と
い
う

旬

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

市
で
も
昨
年
か
ら
、
市
長
車
を
は

じ
め
公
用
車
に
ス
タ
y

ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
を
使
用
し
、
緊
急
車
お
よ
び
特
殊

車
以
外
の
公
用
車
は
ス

パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
決
め
て
い

ま
す
。

こ
の
冬
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題

の
解
決
に
向
け
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス

タ

イ
ヤ
に
注
目
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

65，684 

70 

78，459 

85 

書買

職員1人当たり 支給年額

額

職員1人当たり 支給年額

草色4合

中古

支

支

必
要
で
す
か
?

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

3
0
1
)

区分 |勾 旬合、 国とのの制異度IiiJ 国の制度と異な る内容

扶養 配偶者f14，000円

配偶者以外の扶養観族2人までそれぞれ4，500円 同
手当 その他の扶養親族 1人につき 1，000円

住
借家 ・9，000円以上16，500円以下のもの

家賃から9，000円を姥除した客員
居 . 16，500円以上のもの

同
手 家賃から16，500円を控除した額の 2分の lの額

当
に7， 50QJJ~ を 加えた傾(限度税 15 ， 000同)

持家 ・1，000円

交i唾機関 ・20，OOOJIIまでは全徽 交通機関利用者
I!f! 利用者 ・20，0001円以上のもの 国と同 じ

勤 20，000JIIに20，0001IIを超えた領の 2分の l
巽 交通用具利用者

手 の綴を加えた額(限度傾24，000円) 2km-5kmの者 2，000問

当
交i1li1ll兵・2kmを超えた距荷量Ikm毎に2801刊を2，700円に 5 km-IOkmの者 2，700問
利用者加えた額(限度額5，780円) その他 3，600円

(8)-4 
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お知らせ

え広 報う

共
済
制
度
の
利
用
を

中 JJ 
小 規

企槙
ラ辛ξ ユど

霊堂E;芸

員
内海

、
も
て

L
U

定

式

1

三

割
引
し
易

L

I

広

ま

閉

貫

き

躍

り

や

だ

っ

日
よ

ご

れ

=

町

主

卜

訪

真

F
と
一

F

E
日
レ

2
1

↑
泊
客
、

T
れ

f
u
〕
一

「

京

/

わ

だ

ス

一

三
自
販
の

戸

一

汀

し

ビ

一

ー
で
隊

J

し

が

ま

一

ン

但

諜

ど

い

サ

一

プ

2
王
な
わ
料
一

一

明

輸

会

ぎ

無
一

オ

孔

j

大
に
の
一

に

同

は

き

で

ち

一

月

f
日
つ
ら
も
一

4
3
の
ち
客
お
一

ガ
こ
も
の
の
一

布
か
ス
チ
ロ
パ
ー
ル
な
ど
を
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。
検
針
の
際
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
の
ボ

ロ
布
な
ど
を
出
し
入

れ
す
る
の
で
検
針
後
は
見
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
上
の
多
量
の
積
雪
や
氷
塊
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
長
期
間
、
家
を
空
け
る
場
合
は
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
:
・

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
湯

を
か
け
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

-
破
裂
し
て
水
が
吹
き
出
し
た
ら
:
・

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
で
水
を
止
め
ま
す。

②
止
水
栓
が
な
い
場
合
は
、
破
裂
し

h
u
，Y』

両
制
度
の
詳
細
は
、
上
田
商
工
会

議
所
(
岱
⑫
4
5
0
0
)
、
塩
田
商
工

会

(

岱

(
@
3
6
1
0
て
川
省
部

E
金

{
包

G
2
0
3
3
」
斗
パ
7
2芽
岳
併

局
か
指
定
工
事
庖
へ
修
理
の
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い

。

-
修
理
費
は
:
・

民
地
内
(
公
道
外
)
は
、
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
破
損
も

個
人
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

十
二
月
四
日
同
か
ら
十
日
附
ま
で

は
「第
三
十
八
回
人
権
週
間
」
で
す
。

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
で
は
、
人
権

週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と

お
り
市
内
各
地
で
特
設
人
権
相
談
会

を
聞
き
ま
す
。

マ
発
行
手
数
料
・
・
・
一
通
六
百
円

マ
申
し
込
み
:
・
最
寄
り
の
警
察
署
、

灰
白
折
、

、E
-t
斤、

2
品
E

庁

-
E

と

時
三
十
分
か
ら
問
時

と
ニ
ろ
:
上
田
市
役
所
南
庁
舎
三
階

(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

対
象
者
・
・
・
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え

る
家
族

内
容
・
:
家
庭
看
護
法
(
講
師
H

日

赤
長
野
県
支
部
家
庭
看
護
教
師
の

予
定
)

そ
の
他
:
・
筆
記
用
具
持
参
。
な
お
、

当
日
介
護
を
代
わ

っ
て
く
だ
さ
る

人
が
い
な
い
場
合
は
、
こ
ち
ら
か

ら
介
護
者
が
伺
い
ま
す
の
で
十

一

月
二
十
九
日
出
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

料

料

円

料

円

円

円

円

料

料

円

円

円

ハ
u

n

U

ハ
U

n

U

ハ
U

n

U

ハ
U

A

U

無
鉦
…
∞
無
∞
∞
∞
∞
値
一
鉱
山
∞
∞
∞

Fhd

phd

ρ
o
qL

F
h
d

Fh
u
nu

-

-

牛ム年

)
づ

用

判

唯、Je'' 
内，

んに活用できる不用品は
Eんなものでも登録しましよう

品物、ゆずってほしい品物がありましたら、

(宮⑫4100内 線301)へお気軽にご連絡を。

トラブルなどについては、 責任を負いかねます

本ください。

乳母車

子供用 2段ベット

ベビーラック

ベビーベット

ウインドファン

電気掃除機

電気コタツ

電気オーブン

電気洗濯機 (2槽式)

子供用自転車(男子)

ソファベット

味噌ガマ(1トン)

和文タイプ

剣道防具一式(中学生)

学習机

』期第

です



小
規
模
企
業
共
済

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

えだ

〈
小
規
模
企
業
共
済
V

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は

国
が
つ
く
っ
た
事
業
主
の
退
職
金
制

度
で
す
。
月
々
掛
金
を
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
主
が
第

一
線
を
退

い
た
と
き
な
ど
に
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
洪
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、

節
税
を
し
な
が
ら
財
産
づ
く
り
の
お

役
に
立
ち
ま
す
。

〈
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
V

「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
」

は
、
中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
国
が
つ
く
っ

た
制
度

で
す
。加

入
後
六
か
月
以
上
た
っ
て
取
引

先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金
債
権

な
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

掛
金
総
額
の
十
倍
の
範
囲
内
(
最
高

三
千
二
百
万
円

・
残
高
べ

l
ス
)
無

担
保

・
無
保
証
人
・
無
利
子
で
共
済

金
の
貸
付
け
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
ま

す
よ
た
だ
し
、
貸
付
け
を
受
け
た
共

済
金
の
十
分
の

一
に
相
当
す
る
掛
金

額
に
対
す
る
権
利
は
消
滅
し
ま
す
)

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

一(11)- 一 昭和61年11月16日 広報う

(
宮
⑪
2
0
3
3
)
、
中
小
企
業
団
体

中
央
会
上
田
支
所
(
宮
⑫
1
7
8
8
)

ま
た
は
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

高
崎

F

ふ

。。

S
D
カ
l
ド
は
、
無
事
故
・
無
違

反
証
明
書
ま
た
は
運
転
記
録
証
明
書

を
申
し
込
ま
れ
た
方
で
、
過
去

一
年

間
以
上
無
事
故
・
無
違
反
の
皆
さ
ん

に
発
行
さ
れ
る
カ

l
ド
で
す
。
一
人

で
も
多
く
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
が
こ

の
カ

l
ド
を
手
に
し
、
安
全
運
転
に

心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

歳
未
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

Y
院総・・誠

…

社
会
福
祉
協
議
会
宮
⑫
2
0
2
5徹

市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
主
催
の

「
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ

l
」
が
、

次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
バ

ザ
ー
で
は
、
各
家
庭
か
ら
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
不
用
品
の
衣
類
や
日
用

品
な
ど
を
販
売
し
、
そ
の
利
益
を
歳

未
た
す
け
あ
い
運
動
な
ど

の
社
会
福

祉
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

と

8
・:十

一
月
二
十
九
日
出
・
午

前
十
時
か
ら
正
午
(
雨
天
の
場
合

は
同
三
十
日
制
に
延
期
)

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
福
祉
会
館
駐
車
場

(
上
田
電
報
電
話
局
斜
め
向
か
い
)

そ
の
他
:
・
ご
寄
付
い
た
だ
け
る
品
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十

一
月
二
十

七
日
同
ま
で
に
社
協
へ
搬
入
い
た

だ
く
か
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

バ
ザ
ー
を
開
催

べピー

スチ

戸¥‘Y

加ì~J:
都市戸、用

都市カ 用

食卓セ ト

豆炭コ ツ

小鳥かご

車イス

剣道防具ー式('J
ジュウ タン

12月の乳幼児健康診査
o受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

o母子健康手帳とパスタオル (4・10か月児)をお持ちくだ

さい。また、 1歳 6か月児と 3歳児は赤ち ゃん手帳の中

にある健康診査票を記入してお持ちください。 国民健康保険税

納期限は12月1日(月)です
~ 士場 健診 実施日 声サ 象 ノ1日し

4か月児
12月5日 61年7月16日-7月31日生

12月19日 61年8月l日-8月15日生

10か月児
12月11日 61年1月16日ーl月31日生

上田市役所保再健i庁セ告 ンター 12月23日 61年2月l日-2月15日生
(市舎2階) 12月3日 60年5月16日-5月31日生

1歳6か月児
12月17日 60年6月l日-6月15日生

3 歳児
12月12日 58年11月l日-11月15日生

12月24日 58年11月16日-11月30日生

塩田母子健康センター 4か月月児児 12月9日
61年7月16日-8月15日生

(嵐日l地区)
10か 61年l月16日-2月15日生

3 歳児 12月16日 58年10月1日-11月30日生

川西社全福祉センター
4か月冗 61年7月16日-8月15日生

υIijJlj地区) 10か月児 12月10日 61年l月16日-2月15日生

l歳6か月児 60年5月16日ー 6月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車での来庁はご遠慮ください。



魅
力
を
増
し
た
中
退
金

だ flR.frl61年llJ)1611- 一一(12)-

今月 12月から

新制度スタート

中
小
企
業
退
職
金
制
度
は
、
中
小

企
業
に
働
く
従
業
員
に
確
実
に
遅
職

金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
が
つ

く
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
と
く
に

今
年
は
法
律
が
改
正
さ
れ
、
一
層
の

充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
退

職
金
が
老
後
保
障
の
機
能
を
も
つ
も

の
と
し
て
、
さ
ら
に
重
要
性
を
増
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
こ
の
制
度
の

活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

え広報う

市
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

市
で
は、

事
業
主
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
、
昭

和
五
十
五
年
以
降

「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
」、
「特
定
退
職
金
共
済
」
両

の
一
部
を
補

~ 12月1日

72号

• 

(
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
)

す
。

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
入

し
た
掛
金
に
つ
い
て
六
十
二
年

一
月

二
十
日
ま
で
に
事
業
主
か
ら
補
助
金

交
付
申
請
書
を
市
労
政
課
へ
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
退
金
制
度
の
主
な
改
正
事
項

-
掛
金
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す

①
六
十

一
年
十
二
月

一
日
以
降
、
新

た
に
こ

の
制
度
に
加
入
す
る
事
業
主

に
l
掛
金
の
三
分
の

一
を
二
年
間
、

国
が
負
担
し
ま
す
。

②
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
事
業
主
に

l
増
額
分
の
三
分
の

一
を

一
年
間
、

国
が
負
担
し
ま
す
。

-
掛
金
月
額
の
最
高
が
ニ
万
円
に
な

り
ま
す

掛
金
月
額
の
最
低
が
千
二
百
円
か

ら
三
千
円
に
、
最
高
が

一
万
六
千
円

六
千
円
、
七
千
円
、
八
千
円
、

九

千
円
、

一
万
円
:
・千
円
刻
み

。
一
万
二
千
円
、

一
万
四
千
円
、

一
万
六
千
円
、

一
万
八
千
円
、

二

万
円
:
・二
千
円
刻
み

-
過
去
勤
務
通
算
制
度
が
改
善
さ
れ

ま
す

①
過
去
勤
務
通
算
月
額
の
最
低
が
千

二
百
円
か
ら
三
千
円
に
、
最
高
が
七

千
円
か
ら

一
万
四
千
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

(過
去
勤
務
通
算
月
額
)

三
千
円
、
四
千
円
、
五
千
円
、
六

千
円
、
七
千
円
、
八
千
円
、
九
千

円
、

一
万
円
、

一
万
二
千
円
、

一

万
四
千
円

②
六
十

一
年
十
二
月

一
日
以
降
の
退

職
者
に
つ

い
て
、
過
去
勤
務
掛
金
を

完
納
し
た
場
合
の
退
職
金
に
は
、
本

体
契
約
の
場
合
と
同
様
に
国
庫
補
助

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
二
十
四
月

以
上
掛
金
を
納
付
し
た
従
業
員
が
他

の
企
業
に
転
職
し
た
場
合
、
退
職
後

二
年
以
内
で
あ
れ
ば
前
の
企
業
で
の

掛
金
納
付
実
績
を
そ
の
ま
ま
新
し
い

契
約
に
通
算
す
る
、」
と
が
で
き
ま
す
。

※
会
社
都
合
な
ど
で
転
職
し
た
場
合

は
、
掛
金
納
付
月
数
が
二
十
四
月
未

満
で
あ

っ
て
も
企
業
聞
の
通
算
が
で

き
ま
す
。

-
国
の
助
成
方
式
が
変
わ
り
ま
す

新
た
に
掛
金
に
対
す
る
助
成
制
度

(前
記
)
が
創
設
さ
れ
、
退
職
金
へ

の
国
庫
補
助
金
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
退
職
金
に
は
従
来
の
国
庫
補

助
金
相
当
額
が
含
め
ら
れ
、
支
払
わ

れ
る
退
職
金
額
は
従
前
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

(計
算
方
法
も
変
わ
り
ま
せ

ん
)

V
問
い
合
わ
せ

。
労
政
課
(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線
6

0
5
)
 

。
東
信
労
政
事
務
所

(宮
⑫

1
6
2

9
)
ま
た
は
お
近
く
の
金
融
機
関

精
神
障
害
者
家
族
会

勉
強
会
を
開
き
ま
す

マ
と

き

:

・十
二
月
五
円
働

・
午

後

一
時
三
十
分
1
四
時

マ
と
こ

ろ

:
・
上
田
市
福
祉
会

館

(
二
階
和
室
)

マ
講

師

:
・
杉
田
義
夫
さ
ん
(
佐
久

総
合
病
院
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
)

マ
内

容

:
・
精
神
衛
生
法
の
話
、
相

談

マ

問
い
合
わ
せ
:
・
山
び
こ

の
家

(宮
⑫
9
0
5
6
)

長
野
大
学
公
開
講
座

マ
と

き

:
・十

一
月
二
十
九
日
出
・

午
後

一
時
三
十
分

1
四
時

マ
と
ニ

ろ
・
:
上
田
市
民
会
館
(
会
議
室
)

マ
内

容

・:テ
l
マ

「
チ
育
て
・
教

育
の
意
味
を
問
う
」

マ
そ
の
他
・:

受
講
料
無
料
、
保
育
室
を
設
け
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
:・
長
野
大
学

(宮
⑮

2
3
5
0
)
 

水
彩
画
小
田
展
を
開
催

マ
と

き

・:十

一
月
T

・卜
日
間
1

十
.
一月
七
日
制

・
午
前
九
時
l
午
後

五
時

(最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

マ
と
こ
ろ
:
・上
岡
市
文
化
セ

1月 1fJ現在)

(+ 52) 

(+ 37) 

(+ 15) 

(+ 56) 
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